
 
平成22年２月10日 

各   位 

 

会 社 名    ユニコムグループホールディングス株式会社 

代表者名    代表取締役社長 二 家 英 彰 

（ＪＡＳＤＡＱ・コード８７４４） 

問合せ先    取締役管理部長  西 山 義 信 

TEL ０３－５６２３－８７４４ 

 

 

平成22年３月期第３四半期連結業績と前年同期実績との差異に関するお知らせ 

 

 平成22年３月期第３四半期（平成21年４月１日～平成21年12月31日）の連結業績につきまして、

前年同期（平成21年３月期第３四半期）と比較して、下記のとおり差異が生じましたのでお知ら

せいたします。 

 

記 

 

１．前年同期との実績の差異 

（金額の単位：百万円） 

 営業収益 営業利益 経常利益 四半期純利益

平成22年３月期第３四半期 

実績（Ａ） 
4,746 △656 △450 △1,624 

平成21年３月期第３四半期 

実績（Ｂ） 
8,242 △958 △731 △1,192 

増減額（Ａ－Ｂ） 

（Ｃ） 
△3,496 301 281 △432 

増減率 

（Ｃ）/（Ｂ）（％） 
△42.4 － － － 

（参考）平成21年３月期実績 10,123 △2,039 △1,700 △2,675 

 

 

２．差異が生じた要因 

当第３四半期連結累計期間（平成 21 年４月１日～平成 21 年 12 月 31 日）における当社グループの営業

収益は、平成 21 年５月 18 日付で当社の連結子会社であったアイディーオー証券株式会社（以下「IDO 証

券」）及びエフ・エックス・プラットフォーム株式会社の当社保有株式の全部を売却し両社が連結の範囲

から除外されたことが大きく影響し、また以下のとおり各事業部門においても減収となったこともあり、

前年同期実績を下回ることとなりました。 

 



① 商品先物取引業 

当第３四半期連結累計期間における国内商品先物市場は、主要市場である貴金属、石油、農産物の

流動性が低下したことで、個人投資家が取引を手控える傾向が強まったことから、全国商品取引所出

来高は 25,869 千枚と前年同期に比べて 29.4％減少しました。 

当社グループでは、情報番組の放映や個人投資家向けセミナーの開催等、積極的に営業基盤の拡大

に努めましたが、上記市況の影響を大きく受け、委託者である個人投資家の取引が振るわず、商品先

物委託手数料収入は前年同期比 22.8％減となる 2,126 百万円となりました。また、商品自己売買損

益は 120 百万円の利益（前年同期比 69.9％減）であったことから、当第３四半期連結累計期間の商

品先物取引業収益は 2,247 百万円（前年同期比 28.7％減）となっております。 

  

② 金融商品取引業（証券取引業） 

当第３四半期連結累計期間における国内株式市場におきましては、企業業績の底打ち観測を背景に、

４月から６月末にかけて堅調に推移しました。７月に経済指標の悪化から調整を余儀なくされました

が、米株式市場の上昇を映して、８月末には 10,767 円の年初来高値をつけました。しかし、10 月に

入ると急激な円高の進行、大手上場企業の大規模増資など、悲観材料が相次いだことから株価は一気

に下げ足を強め、11 月下旬に 9,000 円近辺まで調整しました。12 月こそ日銀の追加金融政策や政府

二次補正予算の合意等を受け上昇に転じましたが、投資家の商いは総じて低調であり、当第３四半期

連結累計期間の東京証券取引所売買代金（内国・外国株式）は前年同期比 29.9％減となりました。

上記市場環境の下、当第３四半期連結累計期間（平成 21 年４月１日～平成 21 年 12 月 31 日）におけ

る証券委託手数料は 2027 百万円（前年同期比 3.0％減）、証券自己売買収益は 80 百万円（前年同期

比 43.0％減）、金融収益は 47 百万円（前年同期比 69.2％減）となり、証券取引業収益は 2,155 百万

円（前年同期比 9.7％減）となりました。 

 

上記の通り各事業部門が減収になったことに加え、IDO 証券の連結除外に伴い金融商品取引業（外国為

替証拠金取引業）の収益（前年同期は 2,216 百万円）が当第３四半期連結累計期間に計上されないことか

ら、当社グループの当第３四半期連結累計期間における営業収益は前年同期比 42.4％減となる 4,746 百

万円となりました。この一方で、上述の連結子会社２社の株式譲渡や支店の統廃合等により営業費用が前

年同期比 41.3％減となる 5,402 百万円となったことから、営業損失は 656 百万円（前年同期は 958 百万

円の営業損失）、経常損失は 450 百万円（前年同期は 731 百万円の経常損失）となりました。 

また、当第３四半期連結累計期間におきまして、連結子会社２社の株式譲渡に伴う特別損失として子会

社株式売却損 1,044 百万円を計上したため、当第３四半期純損失は 1,624 百万円（前年同期は 1,192 百万

円の純損失）となり、上記１．のとおり前年同期実績との差異が生じることとなりました。 

 

 

 

以 上 

 

 


